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近年、高齢者の運転する車の交通事故が増大しているため、運転の自粛や免許証の返上

が奨励されているが、８１歳になったとはいえ「天下の健さん」こと高倉健の運転技術は

まだまだ健在！それを前提として降旗康男監督が久々に高倉健と組んだ本作は、富山刑務

所の指導技官である主人公・倉島英二（高倉健）が自家製のキャンピングカーを駆って、

北陸から九州の平戸まで約１，２００ｋｍのロードムービーを描くもの。しかして、なぜ

彼は総務部長の塚本和夫（長塚京三）に対して「退職届」を出してまで、そんな決意を？ 

 新藤兼人監督の遺作となった『一枚のハガキ』（１１年）は、戦友から預かった妻宛の「一

枚のハガキ」がストーリーの軸となった（『シネマルーム２７』９１頁参照）が、本作では

亡き妻・倉島洋子（田中裕子）から「故郷の海を訪れ、散骨して欲しい」と書かれた絵手

紙が届いたことが旅の契機に。長年刑務官として独身を貫いていた倉島が、５０歳を超え

て刑務所に慰問に来ていた歌手・洋子と結婚したのは意外だったが、それは互いの孤独を

感じとり、それを互いに埋め合わせるため。そんな共通する想いの中、富山刑務所の刑務

官から指導技官に転身した倉島は洋子と寄り沿いながら静かな余生を過ごしていたが、若
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い洋子の方が先に逝ってしまうとは何とも運命の皮肉。しかし、洋子はなぜ倉島にそんな

ハガキを？それを考えると倉島は居ても立ってもいられなくなり、洋子が楽しみにしてい

たキャンピングカーの改造を急いで仕上げると、１人長崎の平戸に向けての旅に。さて、

そんな「一枚のハガキ」から始まった健さんのロードムービーの前途には何が？ 

■■■■□□□□■■■■旅の醍醐味は、人との出会いと触れ合い－その１旅の醍醐味は、人との出会いと触れ合い－その１旅の醍醐味は、人との出会いと触れ合い－その１旅の醍醐味は、人との出会いと触れ合い－その１■■■■□□□□■■■■    

旅の醍醐味は美しい景色？おいしい料理？それともゆっくり浸かれる温泉？たしかにそ

れもあるが、旅の最大の醍醐味は人との出会いと触れ合いだ。もっとも、倉島のような仕

事一筋で、「いかにもこりゃ公務員！」と一見してわかるような老人（失礼？）が１人でキ

ャンピングカーを運転して長旅をしていれば、道中知り合う人の中には良からぬ奴もいる

かもしれないので、くれぐれもご用心。 

 旅の最初に倉島が出会い触れ合い、そしてお友達になる（？）男がえらくおしゃべりな

元教師の杉野輝夫（ビートたけし）だが、この男は信用できるの？彼のおしゃべりは仕事

の話から人生論まで多岐にわたるが、面白いのは「旅と放浪の違いは何？」とえらく哲学

的な問題提起をするところ。その答えは、「目的があるかないかだ」と私が心の中でつぶや

いた途端、杉野から全く同じセリフが飛び出したからビックリ！もっとも、この時は杉野

が何を言いたいのかわからなかったが、後になってなぜ彼がそんな問題提起をしたのかが

明らかになる。ちなみに、倉島にははっきりした目的があるから旅だが、杉野の場合は？ 
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 歌、映画、バラエティー、司会等々多岐にわたるＳＭＡＰの活躍には感心するが、本作

にはそのメンバーの一人草彅クンがイカ飯を販売するため全国各地を旅する若者・田宮裕

司役として倉島のロードムービーに絡んでくる。田宮はちゃっかり倉島のキャンピングカ

ーにただ乗りさせてもらったうえ、イカ飯づくりまで手伝わせる厚かましくも憎めない若

者だが、時々ふと寂しそうな様子を見せるところが不気味・・・。平戸に到着するまでに

また会いましょうと言って、連絡先を交換して別れたが、ホントにこの男も信用して大丈

夫なの？刑務官として悪い奴らを大勢観察してきた倉島は、人の善悪を見抜く能力を持っ

ているはずだが・・・。 

 他方、気になるのが佐藤浩市が年若い田宮の部下の南原慎一役で登場していること。佐

藤浩市の方が年上だから責任者が彼で、草彅クンがその部下という配役が妥当なはずだが、

降旗康男監督はなぜ、あえて立場を逆に？しかもイカ飯を接点とした３人の男の出会いの

ストーリーでは、あくまでその中心が田宮で南原は刺身のツマ程度の位置づけだが、それ

はなぜ？あなたも私と同じように、きっとそんな疑問を持つはずだが、それは倉島が平戸

に到着し、次に記載する「旅の醍醐味は、人との出会いと触れ合い－その３」の中で少し

ずつ明らかにされるから、その時のお楽しみに・・・。 
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『単騎、千里を走る。』（０５年）でも健さんは、京劇の仮面劇に夢中になる息子との確

執に悩みながら１人中国雲南省を訪れたが、この時は切り立った雲南省独特の山の中で立

ち往生・・・（『シネマルーム１７』２３３項参照）。しかし、本作は１，２００ｋｍも離れ

ていても、所詮日本国内をキャンピングカーで移動するロードムービーだから、無事洋子

の故郷である平戸へ到着。そこでは、最大の目的である海への散骨のため小船をチャータ

ーしなければならなかったが、今はあいにく九州地方に大型台風が・・・。 

 そんな状況下での、「旅の醍醐味は、人との出会いと触れ合い－その３」は、港のすぐ近

くで食堂を営む濱崎多恵子（余貴美子）や濱崎奈緒子（綾瀬はるか）、そして、奈緒子の婚

約者である大浦卓也（三浦貴大）さらにその祖父である漁師の大浦吾郎（大滝秀治）たち

だ。ここでのストーリー構成のポイントは、なぜか南原から「散骨のための船をチャータ

ーするのに困ったら、ここを訪れなさい」と言われメモを渡されていたこと。台風のため

に困った倉島がそのメモを頼りに訪れたのが大浦だったわけだが、なぜ南原は倉島に対し

てそんな助け舟を・・・？ 一般的に田舎の人が親切なことはわかるが、本作ではいつも

のようにキャンピングカーの中で眠ろうとしている倉島を、多恵子と奈緒子が食堂に泊ま

りなさいと強引に誘うシーンが登場し、その触れ合いと語らいの中でそれぞれの人生が交

錯していくことに注目！さすが、降旗康男監督の演出はうまいものだ。 

 そして、台風一過の翌日、いったんは船を出すことを拒んでいた大浦がそれを快諾した

ため、孫の卓也と共にびっくりするほど静かな海の上で倉島は無事散骨を終了。そんな中

で人生経験豊かな倉島の中に見えてきたさまざまな人間模様とは・・・？ 

■■■■□□□□■■■■吉永小百合と健さんはあくまで別格！吉永小百合と健さんはあくまで別格！吉永小百合と健さんはあくまで別格！吉永小百合と健さんはあくまで別格！■■■■□□□□■■■■    

私は平成２０年１０月に、吉永小百合主演１１３本目の作品である『まぼろしの邪馬台

国』（０８年）（『シネマルーム２１』７４頁参照）が完成したのを記念してスカパー！が企

画した『祭りＴＶ！ 吉永小百合祭り』に出演し、熱烈な「サユリスト」の一人として彼

女の作品をいろいろと解説した。しかし、健さんが出演した映画は本作で２０５本にもな

るというからすごい。今や吉永小百合は日本を代表する女優として別格扱いだが、８０歳

を超えた健さんも今や日本を代表する男優として別格扱い！ 

 健さんの持ち味は「男臭さ」と「寡黙さ」だが、本作でも降旗康男監督はいかんなくそ

の魅力を発揮させている。８０歳を超えて前者の魅力は多少薄れているかもしれないが、

後者の魅力は年をとるとともに、より増しているのでは・・・。新藤兼人監督は『一枚の

ハガキ』が遺作となってしまったが、健さんの場合は「一枚のハガキ」から始まるロード

ムービーである本作をラスト作品とせず、日本を代表する「別格」の男優として次の企画

にチャレンジしてもらいたいものだ。      ２０１２（平成２４）年７月２８日記               


